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◉
論
考

「
所
化
」
と
「
理
外
之
理
」　
― 『
日
東
本
草
図
纂
』
巻
之
十
二
を
め
ぐ
っ
て
―�

木
場
　
貴
俊

は
じ
め
に

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
日
東
本
草
図
纂
』
全
十
二
巻
（
以
下
、『
図

纂
』
と
略
記
）
は
、
内
閣
文
庫
以
外
に
伝
本
が
な
い
、
稀
少
な
本
草
書
で
あ
る	（
１
）。

こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
山
田
慶
兒
や
磯
野
直
秀
に
よ
る
本
草
学
（
博
物
学
）
史

か
ら
の
評
価	（
２
）
が
あ
る
一
方
で
、
民
俗
学
や
国
文
学
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
。
中
で
も
い
ち
早
く
注
目
し
た
の
が
、
内
閣
文
庫
記
録
課
長
を
務
め
て
い
た
柳

田
國
男
で
、「
山
人
外
伝
資
料
」
で
は
巻
之
十
二
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
無
傷
」
と

「
山
爺
」
を	（
３
）、「
一
つ
目
小
僧
」
で
は
「
日
東
本
草
図
彙0

」
に
載
る
と
し
て
同
巻

「
瀧
中
嫗
婦
」
の
要
約
を
紹
介
し
て
い
る	（
４
）。

そ
の
後
、
伊
藤
龍
平
が
「
山
人
外
伝
資
料
」
で
紹
介
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
、

原
著
者
の
発
想
と
柳
田
の
そ
れ
を
比
較
検
討
し
、『
図
纂
』
な
ど
原
資
料
を
翻
刻
紹

介
し
て
い
る	（
５
）。
伊
藤
は
、
さ
ら
に
本
草
学
（
博
物
学
）
と
怪
異
（
本
稿
で
は

「
あ
や
し
い
物
事
」
を
指
し
、
奇
異
・
妖
怪
・
化
物
・
怪
物
・
不
思
議
な
ど
の
表
現

を
包
括
す
る
概
念
と
し
て
用
い
る
）
に
関
す
る
自
身
の
研
究
の
中
で
『
図
纂
』
を

扱
い	（
６
）、
本
書
を
「
本
草
説
話
集
」
と
評
し
て
い
る	（
７
）。

国
文
学
で
は
、
浅
野
三
平
が
、
上
田
秋
成
『
春
雨
物
語
』「
二
世
の
縁
」
の
類
話

と
し
て
、
や
は
り
『
図
纂
』
巻
之
十
二
の
「
蘇
生
之
説
」
を
翻
刻
紹
介
し
て
い
る	（
８
）。

か
よ
う
に
『
図
纂
』
は
、
本
草
学
や
民
俗
学
、
国
文
学
と
い
っ
た
複
数
の
学
問

を
横
断
し
た
研
究
を
可
能
に
す
る
要
素
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、「
本
草

説
話
集
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
伝
承
や
奇
談
怪
談
、
方
言
な
ど
、
本
書
に
は
興

味
深
い
記
事
が
少
な
か
ら
ず
載
っ
て
い
る
。
特
に
、
柳
田
や
伊
藤
、
浅
野
が
中
心

的
に
取
り
上
げ
て
い
る
巻
之
十
二
は
、「
怪
説
」
と
い
う
他
の
本
草
書
に
は
見
ら
れ

な
い
分
類
の
巻
で
あ
る
。

し
か
し
、
従
来
の
研
究
で
は
、『
図
纂
』
を
ト
ピ
ッ
ク
的
、
言
い
換
え
れ
ば
、
研

究
者
の
関
心
か
ら
部
分
的
に
し
か
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、『
図
纂
』

の
編
著
者
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
編
ん
だ
の
か
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
思
想
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
『
図
纂
』
の
個
性

0

0

に
ま
で
検
討
が
及
ん
で
い
な
い

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
、
改
め
て
『
図
纂
』
そ
の
も
の
に
注
目
し
、
編
纂

過
程
と
内
容
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
本
草
書
で
あ
り
な
が
ら
説
話
集
と
し
て
も

評
価
さ
れ
る
『
図
纂
』
の
個
性
を
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
全
て
の
巻
を
検
討
す

る
こ
と
は
紙
数
的
に
難
し
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
が
注
目
し
て
き
た
巻
之
十

二
を
中
心
に
据
え
て
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
史
料
引
用
に
つ
い
て
は
、
訓
点
や
読
点
は
原
文
の
も
の
に
従
い
つ
つ
、

読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
適
宜
補
っ
て
い
る
。
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第
一
章　
『
日
東
本
草
図
纂
』
に
つ
い
て

一　
編
著
者
と
編
纂
の
経
緯

『
図
纂
』
の
編
著
者
に
つ
い
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（『
国
書
総
目
録
』
を
基
に
し
て
い
る
）
で
調
べ
る
と
、「
神
田
玄

紀
著
／
堤
倫
編
／
上
田
寛
満
画
」
と
出
て
く
る
。
山
田
や
伊
藤
も
こ
の
情
報
を
踏

襲
し
て
い
る
。『
図
纂
』
を
見
る
と
、
堤
子
明
（
倫
）
に
よ
る
序
に
は
「
安
永
庚
子

（
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）　

筆
者
注
）
孟
冬
旁
死
魄
日　

堤
倫
子
明
序　

男
三
的

敬
書
」、
巻
之
二
冒
頭
に
「
玄
紀
先
生
著　

堤
倫
子
明
編
輯　

上
田
忠
太
郎
寛
満

画
」、
巻
之
十
二
末
尾
に
「
堤
三
的
盛
行
校
訂　

画
工
上
田
忠
太
郎
寛
満
」
と
あ

る
。
正
確
に
は
、『
図
纂
』
は
、
玄
紀
原
著
、
堤
子
明
（
倫
）
編
輯
、
堤
盛
行
（
三

的
）
校
訂
、
上
田
寛
満
（
忠
太
郎
）
画
に
よ
り
成
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
玄
紀
の
姓
で
あ
る
。
こ
の

点
は
、
磯
野
直
秀
が
『
日
本
博
物
誌
総
合
年
表
』
で
既
に
指
摘
し
て
い
る
の
で
、

『
図
纂
』
の
解
説
も
兼
ね
て
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

（
安
永
九
年　

筆
者
注
）
十
月
、
堤
倫
子
明
が
、『
日
東
本
草
図
纂
』
十
二
巻

の
序
を
記
す
。
本
書
は
、
玄
記

（
マ
マ
）な

る
者
の
遺
稿
を
子
明
と
そ
の
子
息
三
的
盛

行
が
編
集
補
筆
し
た
も
の
。
鉱
物
六
三
・
植
物
五
一
〇
・
動
物
五
四
〇
、
計

一
一
一
三
品
の
形
状
・
由
来
な
ど
を
記
し
、
う
ち
三
八
二
品
に
図
を
付
し
た

大
著
で
、
参
考
に
な
る
記
事
が
少
な
く
な
い
。
原
著
者
玄
記

（
マ
マ
）は

、
姓
・
経
歴

不
明
。『
国
書
総
目
録
』
に
「
神
田
玄
記

（
マ
マ
）」

と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
無
い
。

編
者
堤
父
子
の
身
許
も
わ
か
ら
な
い
が
、
補
筆
し
た
文
か
ら
北
陸
の
人
と
思

わ
れ
る	（
９
）。

た
し
か
に
『
図
纂
』
に
は
、
玄
紀
の
姓
に
触
れ
た
箇
所
が
な
い
。
お
そ
ら
く
書

名
と
名
が
似
る
『
日
東
魚
譜
』
を
編
ん
だ
神
田
玄
泉
（
？
～
一
七
四
六
）
と
所
縁

の
人
物
と
し
て
、
神
田
姓
を
宛
て
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
も
、
玄
紀

の
名
の
み
で
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

磯
野
は
先
の
引
用
で
、
玄
紀
の
経
歴
は
不
明
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
堤
子
明

の
序
を
見
る
と
、『
図
纂
』
編
纂
の
経
緯
と
と
も
に
玄
紀
の
生
涯
を
大
凡
掴
む
こ
と

が
で
き
る
。
以
下
、
序
に
基
づ
い
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

発
端
は
、
堤
父
子
の
も
と
に
玄
紀
の
遺
稿
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
子

明
は
「
是
本
草
物
産
之
書
而
確
乎
明
者
一
書
」
と
高
い
評
価
を
す
る
一
方
で
、「
庶

幾
可
無
謬
乎
、
惜
哉
、
草
稿
未
全
備
」
と
草
稿
ゆ
え
の
不
備
が
あ
る
こ
と
を
残
念

が
り
、
こ
の
書
の
由
来
を
尋
ね
た
。

草
稿
を
持
参
し
た
の
は
、「
吾
藩
」
の
岩
倉
佐
幸
と
い
う
人
物
で
、
実
は
玄
紀
の

娘
婿
（「
予
妻
之
父
」）
で
あ
っ
た
。
佐
幸
の
言
に
よ
れ
ば
、
玄
紀
の
生
涯
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

幼
穎
悟
弱
冠
而
通
経
史
及
諸
子
百
家
之
書
莫
事
不
備
莫
物
不
詳
、
其
為
学

也
、
博
聞
強
記
十
八
而
志
于
本
草
、
将
画
草
木
之
形
状
、
則
学
画
於
狩
野
某
、

遂
構
思
𨗉
志
門
庭
、
皆
箸
筆
紙
有
所
得
則
書
之
如
此
、
五
十
余
年
而
大
成
焉
、

時
人
未
之
重
、
歳
七
十
余
病
死

玄
紀
は
、
幼
く
し
て
才
知
に
す
ぐ
れ
経
史
や
諸
子
百
家
の
書
に
精
通
し
、
そ
の
博

聞
強
記
ゆ
え
十
八
才
で
本
草
学
を
志
し
た
。
そ
の
後
草
木
の
形
状
を
描
こ
う
と

「
狩
野
某
」
に
絵
画
を
学
ん
だ
。
深
い
構
想
と
実
践
の
も
と
五
十
余
で
「
大
成
」
し

た
。
し
か
し
時
の
人
は
そ
れ
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
七
十
余
で

病
死
し
た
と
い
う
（
巻
之
八
「
蜃
」
か
ら
兄
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
）。
子
は
娘
一

人
だ
け
（「
唯
有
一
娘
」）
で
、
妻
も
子
育
て
に
専
念
し
他
を
顧
み
な
い
う
ち
に
（「
母

亦
切
欲
育
此
子
而
不
他
顧
焉
」）、「
本
書
湿
壊
虫
蝕
皆
失
亡
」
し
て
し
ま
っ
た
。
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佐
幸
は
「
先
生
之
学
業
」
を
廃
れ
さ
せ
な
い
た
め
、
唯
一
残
っ
た
「
本
書
」
の

草
稿
（「
今
惟
有
此
稿
耳
」）
を
堤
家
に
持
参
し
た
。
そ
れ
こ
そ
が
後
に
『
図
纂
』

と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
の
草
稿
で
あ
っ
た
。

先
の
引
用
部
分
に
あ
る
よ
う
に
、
玄
紀
は
、
経
史
や
諸
子
百
家
を
学
ん
だ
後
に

本
草
学
を
志
し
た
と
い
う
。
儒
学
（
経
学
）
と
本
草
学
は
、
正
名
や
格
物
致
知
な

ど
思
想
面
で
強
い
親
和
性
を
持
っ
て
い
る	（
10
） の
で
、
玄
紀
が
本
草
学
へ
進
ん
だ
の

は
順
当
と
い
え
る
。『
図
纂
』
で
も
、
儒
学
的
な
解
説
が
見
ら
れ
る
の
は
、
こ
こ
に

淵
源
が
あ
る
の
だ
ろ
う
（
後
述
）。
こ
う
し
て
唯
一
残
っ
た
玄
紀
の
遺
稿
は
、
堤
父

子
と
画
工
上
田
寛
満
（
こ
の
人
物
も
不
明
）
に
よ
っ
て
『
図
纂
』
と
し
て
再
編
さ
れ

る
こ
と
に
な
る	（
11
）。
挿
絵
も
、
玄
紀
の
原
図
を
寛
満
が
模
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
図
纂
』
に
は
、
各
地
の
情
報
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
江
戸
を
中
心
に
し
た
関

東
の
も
の
が
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
玄
紀
は
江
戸
在
住
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
（
巻
之
十
二
の
「
怪
説
」
の
多
く
も
関
東
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る
）。

ち
な
み
に
、
岩
倉
佐
幸
も
堤
子
明
も
あ
る
藩
に
属
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
子
明

は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
『
艸
花
銘
志
』
全
七
巻
を
著
し
て
い
る
（
国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
）。
巻
一
鼂

「
竟
成
録
序
」
に
は
「
堤
君
倫
藩
之
醫
生
也
」、

七
巻
末
の
田
上
懐
徳
「
書
堤
先
生
草
木
集
後
」
に
は
、「
我
藩
之
医
官
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
子
明
は
藩
医
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
佐
幸
も
子
明
も
ど
の
藩

に
所
属
し
て
い
た
の
か
、
管
見
の
限
り
不
明
で
あ
る
。

草
稿
の
成
立
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
巻
之
十
「
雷
獣
」
に
明
和
二
年
（
一
七
六

五
）
相
州
大
山
に
落
ち
た
雷
獣
の
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
以
降
で
あ

る
。
た
だ
、
こ
の
図
は
後
藤
梧
桐
庵
編
『
雷
震
記
（
震
雷
記
）』（
一
七
六
七
刊　

国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
）
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
成
立
が
明
和
四

年
以
降
ま
で
下
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。

文
体
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
だ
が
、
巻
之
十
二

「
蟾
之
説
」
が
漢
文
で
あ
る
よ
う
に
不
統
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
草
稿
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
後
に
触
れ
る
素
材
と
な
っ
た
文
章
の
文
体
を
引
用
し
た
状
態
の
ま
ま
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

二　
構
成
と
分
類

『
図
纂
』
は
全
十
二
巻
だ
が
、
巻
之
一
は
現
存
せ
ず
、
子
明
の
序
だ
け
が
残
っ
て

い
る
。『
図
纂
』
で
も
屡
々
引
用
さ
れ
る
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』（
一
七
〇
九
刊
）

の
巻
之
一
に
凡
例
や
論
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
図
纂
』

巻
之
一
は
総
論
的
な
内
容
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

山
田
慶
兒
が
、
貝
原
益
軒
の
「『
大
和
本
草
』
の
分
類
を
採
用
し
た
も
の
」	（
12
）
と

述
べ
る
よ
う
に
、
以
降
の
巻
は
、
巻
之
二
（
水
部
・
火
部
）、
三
（
菜
部
）、
四
（
草

部　

附
蔓
艸
・
水
艸
）、
五
（
木
部　

附
竹
）、
六
（
果
部　

附
山
果
・
味
蓏
）、
七

（
上－

魚
部
河
魚
、
中－

魚
部
海
魚
中
、
下－

魚
部
海
魚
下　

附
海
蟲
）、
八
（
蟲

部
水
蟲
・
陸
蟲
・
介
類
）、
九
（
禽
部
水
禽
・
家
禽
・
山
禽
・
野
林
禽
）、
十
（
獣

部
山
獣
・
水
獣
）、
十
一
（
蛮
種
）、
十
二
（
怪
説
）
と
、
概
ね
『
大
和
本
草
』
に

沿
っ
た
構
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
収
録
さ
れ
て
い
る
品
目
は
、
全
体
的
に
『
大
和

本
草
』
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
火
に
関
し
て
、『
大
和
本
草
』
火
類

で
は
文
武
火
・
薪
火
・
灸
火
・
木
石
ノ
火
・
炭
火
・
灯
火
・
夜
有
光
火
物
ノ
類
・

沢
中
之
陽
焔
・
鬼
火
・
三
昧
之
火
が
立
項
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
図
纂
』
火
部

で
は
火
だ
け
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
金
玉
土
石
と
人
類
の
代
わ
り
に
、

蛮
種
と
怪
説
の
巻
が
新
た
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

巻
之
十
一
の
蛮
種
と
は
、
国
外
の
珍
し
い
動
植
物
や
木
乃
伊
な
ど
を
図
入
り
で

紹
介
し
た
も
の	（
13
） 

で
、
一
八
世
紀
の
蘭
学
の
展
開
と
大
き
く
関
わ
っ
て
編
ま
れ
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た
の
だ
ろ
う	（
14
）。
ヨ
ン
ス
ト
ン
『
動
物
図
説
』
に
描
か
れ
た
獅
子
・
犀
・
一
角
獣

な
ど
の
図
も
模
写
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
巻
之
十
二
の
怪
説
で
あ
る
。『
図
纂
』
に
先
行
す
る
主
要
な
本
草
書
を

見
る
と
、
怪
異
も
本
草
学
で
は
考
究
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
時

代
の
本
草
学
発
展
の
起
点
で
あ
る
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』（
一
六
〇
四
渡
日
）
を
見

る
と
、
巻
五
十
一
獣
部
寓
類
「
狒
狒
」
集
解
の
「
山
怪
」
お
よ
び
怪
類
（
罔
両
・

彭
侯
・
封
）、
巻
五
十
二
人
部
「
人
傀
」
な
ど
、『
大
和
本
草
』
に
は
巻
之
三
火
類

「
鬼
火
」
や
巻
之
十
六
獣
類
「
河
童
」「
魍
魎
」、
同
巻
人
類
「
野
叉
落

」
な
ど
、

寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』（
一
七
一
二
序
）
に
は
『
本
草
綱
目
』
の
怪
類
を
増

補
改
訂
し
た
巻
四
十
の
怪
類
な
ど	（
15
）、
本
草
書
に
は
怪
異
に
関
す
る
項
目
や
記
載

が
多
い
。

し
か
し
、『
図
纂
』
の
怪
説
は
、
怪
異
に
関
す
る
巻
と
し
て
独
立
し
て
い
る
点

で
、
従
来
の
本
草
書
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
巻
の
検
討
は
、

『
図
纂
』
の
個
性
を
検
討
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

具
体
的
な
検
討
は
次
章
に
譲
り
、『
図
纂
』
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
特

徴
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
為
徳
と
い
う
人
物
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
人

物
も
不
詳
で
、
文
末
な
ど
で
「
為
徳
曰
（
云
）」
と
し
て
情
報
を
補
足
し
て
い
る
。

為
徳
＝
玄
紀
の
別
名
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
巻
之
六
「
杜
父
魚
」
で

「
為
徳
云
大
和
本
艸
云
伏
見
ニ
テ
川
ヲ
コ
ゼ
ト
云
（
中
略
）
或
云
タ
ボ
鯊
是
ナ
リ

ト
、
予
云
タ
ボ
鯊
ノ
鳴
ヲ
不
聞
」
の
よ
う
に
、
為
徳
と
「
予
」
は
分
け
ら
れ
（
他

の
巻
で
も
「
予
」
は
使
わ
れ
て
い
る
）、
さ
ら
に
巻
之
十
二
で
は
人
称
な
く
「
按
」

「
案
」
が
用
い
ら
れ
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
二
人
は
別
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
杜

父
魚
」
の
記
述
の
順
番
か
ら
、
玄
紀
が
著
し
た
も
の
に
後
か
ら
為
徳
が
手
を
入
れ

た
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。
つ
ま
り
『
図
纂
』
は
、
玄
紀
と
為
徳
双
方
の

意
見
が
併
存
す
る
本
草
書
な
の
で
あ
る
。
二
人
の
比
較
も
、
本
書
を
検
討
す
る
上

で
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
く
る
。

第
二
章　
怪
説
を
め
ぐ
っ
て

一　
怪
説
の
位
置
付
け

本
章
で
は
、
巻
之
十
二
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
が
、
ま
ず
は

こ
の
巻
が
作
成
さ
れ
た
理
由
と
全
体
に
お
け
る
位
置
付
け
を
、
他
の
巻
と
関
わ
ら

せ
て
考
え
て
み
た
い
。

蛮
種
の
巻
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
当
時
の
蘭
学
へ
の
関
心
、
お
よ
び
国
外
の
珍

奇
な
物
品
を
取
り
上
げ
て
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
儒
学
の
格
物
致
知
に
も
通
じ
る

と
構
想
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
怪
説
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
玄

紀
は
明
確
な
説
明
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
推
測
す
る
た
め
の
材
料
は
あ
る
。

巻
之
十
二
は
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
（
丸
括
弧
内
は
目
次
の
項
目
名
）。

怪 

説
…
鼠
移
所　

瓠
駒　

無
傷　

猫
兒
卵
（
猫
児
卵
）　

天
狗
爪　

箱
根
猫　

皐
猫　

山
女
臈　

蛇
虮
聞
笛　

垢
舐　

不
動
寺
之
山
大
人
（
山
大
人
）　

瀧
中
嫗
婦　

鬼
髑　

三
足
雞

怪 

談
…
天
人
之
説
（
天
人
）　

野
仲　

獝
狂　

劈
絮　

鬼
子
之
説
（
鬼
子
）　

魂
魄　

霊　

冬
瓜
夕
顔
之
恠
（
夕
顔
冬
瓜
怪
）　

山
丈
之
説
（
山
丈
）　

山

爺　

犬
報
仇
事
（
犬
報
仇
）

附 

…
カ
マ
イ
タ
チ
ノ
説
（
カ
マ
イ
タ
チ
）　

蟾
之
説
（
蟾
ノ
怪
）　

簑
虫
之
説

（
簑
虫
）　

光
物
之
説
（
光
物
）　

縫
龍
之
説
（
縫
龍
）　

蘇
生
之
説
（
蘇
生
）

こ
の
巻
は
、
怪
説
・
怪
談
・
附
の
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
怪
説
は
図
付
き
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
項
目
（
皐
猫
は
除
く
）、
怪
談
と
附
は
図
無
し
で
共
通
し
て
い
て
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大
差
は
な
い
。
た
だ
し
、
附
の
項
目
に
は
必
ず
「
之
（
ノ
）
説
」
と
付
い
て
い
る
。

重
複
す
る
要
素
は
あ
る
が
、
試
み
に
内
容
を
分
け
て
み
る
と
、
動
植
物
の
異
常

な
行
動
や
生
態
（
鼠
移
所
、
箱
根
猫
、
皐
猫
、
蛇
虮
聞
笛
、
三
足
雞
、
劈
絮
、
冬

瓜
夕
顔
之
恠
、
犬
報
仇
事
、
蟾
之
説
）、
人
間
の
異
常
（
鬼
子
之
説
、
蘇
生
之
説
）、

珍
奇
な
遺
物
（
瓠
駒
、
猫
兒
卵
、
天
狗
爪
、
鬼
髑
、
野
仲
）、
怪
物
（
無
傷
、
不
動

寺
之
山
大
人
、
瀧
中
嫗
婦
、
山
女
臈
、
天
人
、
獝
狂
、
山
丈
之
説
、
山
爺
）、
怪
事

（
魂
魄
、
霊
、
カ
マ
イ
タ
チ
ノ
説
、
簑
虫
之
説
、
光
物
之
説
、
縫
龍
之
説
）
と
な
る
。

第
一
章
二
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、『
本
草
綱
目
』『
大
和
本
草
』『
和
漢
三
才
図

会
』
な
ど
の
本
草
書
の
各
部
類
に
は
、
怪
異
に
関
す
る
項
目
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

『
図
纂
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
巻
之
十
獣
類
を
例
に
す
る
と	（
16
）、「
水
虎　

河
太
郎

ト
云　

字
出
処
未
審
」
と
い
っ
た
項
目
が
見
ら
れ
る	（
17
）。

ま
た
、「
狢
」
に
は
、
為
徳
の
発
言
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

為
徳
云
、
狸
ハ
妖
化
シ
テ
人
ヲ
害
ス
、
老
狢
妖
化
ス
ト
雖
モ
人
ニ
害
ア
ラ
ス
、

又
云
、
世
ニ
狸
ノ
化
テ
僧
ト
ナ
リ
テ
寺
院
ニ
在
ル
事
昔
ヨ
リ
云
傳
ヘ
リ
、
上

州
舘
林
茂
林
寺
ノ
朱
靏
是
也
、
或
ハ
天
下
婆
々
或
ハ
祐
天
寺
ノ
光
明
唱
声
狸

ト
云
、
世
俗
ノ
誤
ヲ
受
傳
テ
云
、
狸
ニ
非
ス
、
皆
老
狢
ナ
リ

当
時
化
け
る
獣
と
さ
れ
た
狸
と
狢
の
差
を
、
人
を
害
す
る
か
ど
う
か
に
求
め
て
い

る
の
は
、
従
来
の
本
草
書
に
は
見
ら
れ
な
い
説
で
あ
る
。

「
黒

」
の
末
尾
に
は
、「
佐
熊
運
考
云
、
是
提
馬
之
属
也
、
一
説
提
馬
害
馬
、

黒

殺
牛
、
倶
風
中
之
惡
獣
也
」
と
い
う
、
玄
紀
の
解
説
が
あ
る
。
提
馬
は
、
浅

井
了
意
『
伽
婢
子
』（
一
六
六
六
刊
）
巻
之
十
「
鎌
鼬
付
提
馬
風
」
に
も
載
る
魔
風

で
あ
る
。
玄
紀
が
、「
惡
風
ノ
吹
時
節
ニ
此
疼
ア
リ
ト
云
傳
フ
」
と
記
す
「
カ
マ
イ

タ
チ
ノ
説
」
を
附
説
し
た
の
は
、
黒

・
提
馬
を
受
け
て
の
も
の
だ
と
い
え
る
。

つ
ま
り
、
怪
説
と
い
う
巻
を
わ
ざ
わ
ざ
作
成
せ
ず
に
、
各
巻
の
部
類
に
怪
異
に

関
す
る
項
目
や
情
報
を
附
記
し
て
も
、『
図
纂
』
は
十
分
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

事
実
、
巻
之
十
と
十
二
を
比
較
す
る
と
、
類
似
す
る
項
目
が
あ
る
。

 

○
天
狗
枯
髑　

爪
ハ
皮
付
ノ
際
ヲ
銅
絲
絆
緘
ヲ
看
ユ
（
巻
之
十
）

天
狗
爪　

能
登
州
石
堂
山
ヨ
リ
出
大
小
ア
リ
或
全
ア
リ
又
缺
タ
ル
ア
リ
肉
付

タ
ル
ア
リ
大
ナ
ル
ハ
三
寸
許
肉
付
ノ
処
ヨ
リ
爪
際
半
寸
計
細
毛
生
ス
爪
ノ
色

青
黒
色
ナ
リ
佩
之
辟
邪
山
人
偶
ニ
有
所
得
モ
ノ
也
（
巻
之
十
二
）

 

○
舒ノ

衾ブ
ス
マ〈

又
ツ
ミ
ワ
タ
ト
名
ク
、
又
モ
ヽ
ン
ク
ワ
ア
〉

鼺
鼠
〈
ム
サ
ヽ
サ
ビ
、
又
ノ
ブ
ス
マ
、
又
ハ
ン
ト
リ
、
又
ソ
ハ
ヲ
シ
キ
、
又

モ
マ　

田
舎
ノ
詞
也
〉（
巻
之
十
）

劈
絮　

ツ
ミ
ハ
タ

劈
絮　

野ノ

衾フ
ス
マ　

大
抵
此
二
物
同
類
也
（
巻
之
十
二
）

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
巻
之
十
二
は
、『
図
纂
』
の
他
の
巻
に
収
載
さ
れ
た
物

品
の
怪
異
に
関
す
る
情
報
を
補
足
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
『
図
纂
』
の
補
遺

0

0

だ
と

い
え
る
。
さ
ら
に
、
生
類
だ
け
で
な
く
「
簑
虫
之
説
」
や
「
光
物
之
説
」
と
関
わ

る
火
部
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
類
の
怪
異

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
集
め
た
本
巻
は
、
本
草
書
と
い
う
よ

り
も
、
類
書

0

0

（
具
体
的
な
項
目
ご
と
に
関
連
す
る
文
章
を
古
典
的
な
著
作
か
ら
引

用
し
、
一
定
の
序
列
に
従
っ
て
配
列
し
、
部
と
し
て
分
類
し
た
一
種
の
百
科
事
典
）

に
性
格
が
近
い	（
18
）。
蛮
種
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
図
纂
』
は
、
本
草
学
書

と
類
書
の
混
成
と
も
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
常
だ
け
で
な
く
、
万
物
の
異
常
な
事
例
も
本
書
に
敢
え
て
組
み
込
む

こ
と
で
、
森
羅
万
象
を
よ
り
深
く
理
解
し
よ
う
と
い
う
玄
紀
の
意
図
を
巻
之
十
二

か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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二　
怪
異
の
理
解

本
節
で
は
、
怪
説
の
内
容
に
つ
い
て
、
玄
紀
と
為
徳
が
怪
異
を
ど
う
理
解
し
て

い
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
貝
原
益
軒
た
ち
の
意
見

も
参
考
に
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
特
徴
を
本
草
学
（
儒
学
）
史
の
全
体
像
の
中
に

位
置
付
け
て
み
た
い
。

①
玄
紀
の
場
合

ま
ず
は
玄
紀
で
あ
る
。「
垢
舐
」
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
、
そ
れ

に
続
く
か
た
ち
で
複
数
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

垢
舐
ハ
浴
室
陰
■

（
垢
か
）之

精
■
■
、
其
形
似
二
嬰
孩
、一
頭
磊
直
而　

溶
タ々
リ、

眼
圓ク

舌
長シ

、
舐
二
盡
人
之
血
肉
一
惟
遺ノ

ミレ
骸
爾
、
其
人
快
美
入
二
亡
機
、一
今
兒
童
之
所

弄
戲
制
二
〈
二
字
欠
落
〉
之
物
、一
蓋
此
耶
所
二
陰
垢
之
化ス

ル一
亦
唯
嗜
二
舐ス

ル

 

垢
一
而ノ

已ミ

耳

為
徳
は
末
尾
で
「
垢
舐
之
説
未
見
、
古
書
俟
後
博
識
人
」
と
い
う
が
、
垢
舐
は
、

山
岡
元
隣
・
元
恕
編
『
古
今
百
物
語
評
判
』（
一
六
八
六
刊　

以
下
『
評
判
』
と
略

記
）
巻
之
二
第
六
「
垢
ね
ぶ
り
の
事
」
に
先
例
が
あ
る
。
儒
学
な
ど
の
知
識
を
用

い
た
怪
異
論
断
書
の
先
駆
で
あ
る
『
評
判
』
は
、『
図
纂
』
よ
り
も
前
に
垢
舐
に
つ

い
て
言
及
し
た
現
存
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
垢
ね
ぶ
り
」
を
「
其
塵

垢
の
気
の
つ
も
れ
る
所
よ
り
化
生
し
出
づ
る
物
」	（
19
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
玄

紀
の
垢
舐
が
「
陰
垢
之
化
」
し
た
も
の
だ
と
い
う
理
解
と
共
通
し
て
い
る
。

垢
舐
は
陰
の
垢
が
化
し
た
も
の
、
と
い
う
玄
紀
の
理
解
は
、
二
つ
の
重
要
な
点

を
示
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
陰
の
属
性
を
持
つ
垢
か
ら
発
生
し
た
と
い
う
点
で
、

こ
れ
は
儒
学
、
特
に
朱
子
学
の
自
然
観
に
由
来
し
て
い
る
。
朱
子
学
で
は
、
鬼
神

（
怪
異
）
を
含
め
た
万
物
は
、「
気
」
と
い
う
基
体
（
一
気
→
陰
陽
二
気
→
五
行
→

万
物
）
と
そ
れ
を
構
成
す
る
た
め
の
「
理
」
の
二
つ
か
ら
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ

て
い
る	（
20
）。

二
つ
目
に
、
化
す
る
と
い
う
点
で
、
こ
れ
は
『
評
判
』
の
「
化
生
」
と
同
義
で

あ
り
、
化
生
と
は
当
時
生
類
が
発
生
す
る
仕
方
「
四
生
」
の
一
つ
で
、
あ
る
物
か

ら
別
の
物
が
生
じ
る
こ
と
や
そ
の
も
の
を
指
す
。
そ
し
て
、
化
生
す
る
も
の
の
中

に
は
、
化
物
や
妖
怪
も
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
は
生
類
に
分
類
さ
れ
て
い
た	（
21
）。
つ
ま

り
、
玄
紀
は
、
垢
舐
を
陰
気
か
ら
生
じ
た
化
生
＝
生
類
だ
と
理
解
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

化
生
に
つ
い
て
は
、
益
軒
も
言
及
し
て
い
る
。『
大
和
本
草
』
巻
之
一
「
論
物

理
」
は
、
物
に
関
す
る
諸
説
を
引
き
な
が
ら
自
身
の
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ

で
益
軒
は
、
物
の
発
生
に
は
大
き
く
「
気
化
」
と
「
形
化
」
の
二
つ
が
あ
り
、
気

化
は
「
天
地
の
気
交
て
、
自
然
に
人
物
を
生
す
る
」
こ
と
、
形
化
は
「
男
女
の
形

交
つ
て
子
を
生
ず
る
」
こ
と
を
指
す
と
い
う
。
天
地
開
闢
の
際
は
気
化
の
み
が
起

き
て
後
に
形
化
が
盛
ん
に
な
り
、
気
化
は
止
ん
だ
が
「
今
も
形
化
に
よ
ら
ず
、
気

化
し
て
生
ず
る
者
」
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
気
化
す
る
全
て
が
、
化
生
に
他
な
ら

な
い
（「
今
亦
有
化
生
、
皆
是
気
化
な
り
」）	（
22
）。

つ
ま
り
、
玄
紀
と
益
軒
は
、
気
と
化
生
を
関
連
付
け
て
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に

気
化
＝
化
生
が
天
地
の
気
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
点
は
、
次
で
取
り
上
げ
る
為
徳
の

怪
異
観
を
考
え
る
上
で
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

玄
紀
は
、
垢
舐
を
化
生
に
よ
る
生
類
と
し
て
理
解
し
て
い
る
が
、
他
の
項
目
で

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
濃
州
下
笠
村
の
堤
跡
で
漁
師
が
空
中
を
彷
徨
う
人
の
頭
に
遭

遇
す
る
「
霊
」（「
先
年
大
水
ニ
テ
堤
切
レ
、
民
家
三
四
十
軒
、
人
ハ
七
八
十
人
モ

漂
没
」
し
た
こ
と
に
由
来
す
る	（
23
））
は
、
玄
紀
の
解
説
で
話
を
閉
じ
て
い
る
。

コ
レ
其
場
自
然
ニ
陰
霊
ノ
気
凝
結
シ
テ
、
仮
ニ
形
ヲ
結
ヒ
現
シ
モ
ノ
ト
見
ヘ
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タ
リ
、
此
レ
眞
ノ
霊
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
、
水
越
レ
堤
而
人
亡
、
羣
霊
之
總
気
、

所
レ
化
令
レ
然
タ
ル
ナ
リ

こ
こ
で
も
玄
紀
は
、
気
と
「
所
化
」
＝
化
生
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
先
述
し

た
よ
う
に
、
朱
子
学
で
は
、
怪
異
を
含
む
鬼
神
も
気
で
説
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
死

後
、
天
地
へ
気
（
魂
魄
＝
在
人
の
鬼
神
）
は
回
帰
し
徐
々
に
散
滅
す
る
、
ま
た
不

慮
の
事
故
な
ど
で
生
を
全
う
で
き
な
か
っ
た
人
の
魂
は
散
ら
ず
に
怪
異
や
災
い
を

な
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た（
24
）。
玄
紀
の
解
説
は
、
朱
子
学
の
鬼
神
論
を
踏
ま
え
た

も
の
と
い
え
よ
う
。

「
光
物
之
説
」
も
、
武
州
川
越
の
大
蓮
寺
跡
に
出
る
光
物
に
関
す
る
話（
25
）
だ
が
、

末
尾
に
玄
紀
が
「
此
等
陰
気
ノ
ナ
ス
事
ト
思
ト
モ
、
餘
リ
變
タ
ル
コ
ト
故
ニ
此
ニ

記
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
光
物
を
「
陰
気
」
に
よ
る
も
の
と
解
釈
し
て
い

る
が
、
注
意
し
た
い
の
は
「
餘
リ
變
タ
ル
コ
ト
故
ニ
此
ニ
記
ス
」
で
あ
る
。
気
で

説
明
で
き
る
事
象
で
も
、
珍
し
い
が
故
に
収
載
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
玄
紀
に
と
っ
て
怪
異
と
は
、
気
す
な
わ
ち
朱
子
学
的
に
説
明
可
能

で
あ
る
が
稀
少
な
物
事
だ
っ
た（
26
）。
儒
学
（
朱
子
学
）
的
な
解
釈
は
、
幼
少
か
ら

習
得
し
て
い
た
知
識
に
依
る
も
の
だ
ろ
う
。
玄
紀
は
、
怪
異
と
い
う
稀
少
な
事
例

を
集
め
、
そ
れ
を
学
問
的
な
合
理
に
よ
っ
て
把
握
す
る
儒
学
―
本
草
学
者
で

あ
っ
た
。

②
為
徳
の
場
合

続
い
て
為
徳
で
あ
る
。
為
徳
は
よ
く
『
大
和
本
草
』
な
ど
先
行
す
る
書
物
を
引

き
、
そ
れ
に
自
説
を
加
え
る
こ
と
が
多
い（
27
）。
例
え
ば
、
巻
之
七
下
「
蛸
舩
」
に

は
「
為
徳
云
、
大
和
本
艸
ニ
名
ア
リ
、
外
産
ト
ス
、
事
未
審
然
ト
モ
、
介
ノ
部
ニ

ア
リ
、
此
説
是
ナ
ル
ベ
シ
、
然
ト
雖
モ
、
形
状
常
ノ
蛸
ニ
少
シ
モ
差
ヒ
タ
ル
事
ナ

シ
（
後
略
）」
と
あ
る
。

で
は
、
為
徳
も
、
玄
紀
と
同
じ
よ
う
に
怪
異
を
理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
瓠
駒
」（
図
）
を
見
て
み
よ
う
。「
本
床（

所
）割

下
水
ノ
邉
庶
士
ノ
邸ヤ

シ
キノ

後
園
」
で
作
っ

て
い
た
夕
顔
の
巨
大
な
実
、
つ
ま
り
瓢
箪
の
中
か
ら
嘶
き
が
聞
こ
え
る
の
で
裂
い

た
と
こ
ろ
駒
形
の
物
が
い
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
ま
さ
に
瓢
箪
か
ら
駒

4

4

4

4

4

な
話
だ

が
、「
長
崎
ヨ
リ
中
華
客
名
ハ
士
識
ト
云
人
来
會
」
し
、
主
人
が
こ
れ
を
見
せ
る
と

嘆
息
し
、
割
ら
ず
に
養
育
す
れ
ば
「
龍
駒
」
に
な
る
「
希
世
ノ
珍
寶
」
だ
っ
た
と

い
う
。
こ
れ
は
章
花
堂
『
金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』
巻
之
一
「
水
魚
の
玉
の
事
」
な
ど

に
見
ら
れ
る
、
石
の
中
に
生
き
た
魚
が
い
る
「
石
魚
」（
28
）
の
類
話
で
も
あ
る
。
そ

の
後
、
惜
し
ん
だ
主
人
は
瓠
を
乾
燥
さ
せ
た
後
、
宝
物
と
し
て
「
弘
文
舘
」
ヘ
持

参
し
、「
讃
文
銘
」
を
依
頼
し
た
。
弘
文
舘
（
弘
文
館
）
は
、
林
家
の
私
塾
で
、
林

著作権保護のため図は非表示
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鵞
峰
が
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
弘
文
院
学
士
の
称
を
許
さ
れ
た
後
に
、
書
院

を
弘
文
館
と
名
付
け
て
い
る
。
そ
の
「
林
公
」
が
「
文
中
ニ
唐
ニ
モ
有
シ
コ
ト
ニ

テ
誠
ニ
希
世
ノ
珍
ナ
リ
」
と
銘
を
作
り
、
そ
こ
に
は
「
非
情
而
有
情
希
代
之
珍
」

と
書
か
れ
て
い
た
と
い
う（
29
）。「
非
情
而
有
情
」
は
、
化
生
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
為
徳
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

為
徳
云
、『
本
艸
蒙
筌
』
云
、
人
参
肖
人
形
双
手
足
者
神
具
、
時
珍
引
『
捜
神

記
』
云
、
敬
叔
伐
一
樟
樹
血
出
中
有
物
■（

人
）面

狗
身
〈
白
澤
図
〉、『
徒
然
艸
』

云
、
大
蘿
蔔
化
人
追
撃
盗
賊
、
鳴
呼
化
生
無
窮
、
瓢
駒
之
説
何
謂
虚
誕
乎
、

可
謂
理
外
之
理
矣

陳
嘉
謨
『
本
草
蒙
筌
』（
一
五
六
五
刊
）
や
『
本
草
綱
目
』
巻
五
十
一
怪
類
「
彭

侯
」（『
捜
神
記
』
由
来
）、『
徒
然
草
』
六
十
八
段
に
見
ら
れ
る
大
根
の
化
生
を
取

り
上
げ
て
、「
瓢
駒
」
も
虚
誕
で
は
な
い
と
す
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
最
後
の
「
理
外
之
理
」
で
、
こ
こ
に
為
徳
の
怪
異
観
が
如

実
に
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
益
軒
の
主
張
と
比
較
す
る
こ
と
で
よ
り
明

確
に
な
る
。
先
に
触
れ
た
『
大
和
本
草
』
巻
之
一
「
論
物
理
」
の
中
で
、
益
軒
は

「
天
地
の
間
に
理
外
の
事
無
し
（
天
地
間
無
理
外
之
事
）」（
30
）、
つ
ま
り
万
物
は
天

地
＝
理
の
内0

に
あ
る
と
断
言
し
て
い
る
。
同
じ
く
益
軒
の
『
大
疑
録
』（
初
稿　

一

七
一
四
成
）
に
よ
れ
ば
、
陰
陽
二
気
が
自
然
の
常
理
に
そ
む
い
た
物
事
は
「
災
沴
」

（
災
難
）
を
為
す
と
い
い
、
物
（
万
物
）
の
場
合
を
「
妖
禍
」
と
い
う（
31
）。
た
だ

し
、
万
物
は
理
と
気
が
揃
わ
な
け
れ
ば
生
じ
な
い
。
つ
ま
り
、
気
が
理
に
そ
む
い

た
と
し
て
も
理
と
気
の
関
係
は
不
可
分
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
（「
陰
陽

之
流
行
便
是
道
故
陰
陽
與
レ
道
非
二
二
物
、一
是
理
気
之
所
二
以
不
一レ
可
レ
分
也
」（
32
）

な
ど
）。
結
局
、
妖
禍
（
怪
異
）
も
ま
た
天
地
の
間
に
あ
る
の
だ
。

怪
異
を
天
地
（
理
）
の
内
に
位
置
付
け
る
儒
者
は
、
益
軒
以
外
に
も
い
る
。
時

代
は
下
る
が
、
昌
平
黌
儒
者
で
怪
異
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
古
賀
侗
庵
は
、『
水

虎
考
略
』（
一
八
二
〇
成
）
後
序
に
「
予
意
、
水
虎
者
蓋
天
地
間
一
怪
物
」
と
、
水

虎
（
河
童
）
と
い
う
怪
物
も
ま
た
天
地
の
間
に
存
在
す
る
と
し
て
い
る（
33
）。

そ
れ
に
対
し
、
為
徳
の
「
理
外0

之
理
」
は
、
益
軒
や
侗
庵
、
そ
し
て
玄
紀
と
は

異
な
る
見
解
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
幕
末
の
事
例
だ
が
、
大
坂
天
満
老
松
町

の
町
人
平
野
屋
武
兵
衛
（
華
井　

一
八
〇
一
～
七
九
）
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六

六
）
の
御
札
降
り
に
触
発
さ
れ
た
記
録
『
不
思
議
の
控
』
で
「
元
よ
り
あ
る
べ
き

天
地
の
自
然
を
理
と
い
ふ
べ
き
な
れ
ど
も
、
理
の
外
の
理
あ
り
て
、
更
ニ
は
か
る

べ
か
ら
ざ
る
を
、
理
と
ハ
い
ふ
べ
か
ら
ず
し
て
、
ふ
し
ぎ
と
い
ふ
か
」（
34
）
と
述
べ
、

中
井
竹
山
を
は
じ
め
と
す
る
大
坂
懐
徳
堂
の
儒
者
を
批
判
し
て
い
る
。
武
兵
衛

は
、
理
論
の
外
側
に
あ
る
理
＝
「
ふ
し
ぎ
」
に
よ
っ
て
人
や
社
会
が
動
か
さ
れ
る

こ
と
を
痛
感
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

武
兵
衛
の
い
う
「
理
の
外
の
理
」
を
踏
ま
え
れ
ば
、
為
徳
の
「
理
外
之
理
」
は
、

学
問
的
知
に
よ
る
道
理
の
外
に
不
可
知
の
理
を
想
定
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
れ

は
、
天
も
鬼
神
も
人
間
に
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
荻
生
徂
徠
の
思

想
に
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
三
足
雞
」
に
つ
い
て
も
、「
為
徳
云
、
雄
雞
卵
ヲ
生
ス
ル
事
ア
リ
、
奇
怪
也
、

卵
ノ
大サ

如シ
レ
雀
、
卵
ノ
雌
雞
之
ヲ
啄
ミ
ツ
ブ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
為
徳
は
「
奇

怪
」
と
評
す
る
に
留
ま
り
、
解
釈
を
行
っ
て
い
な
い
。「
理
外
之
理
」
と
併
せ
て
考

え
れ
ば
、
為
徳
は
、
類
例
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
も
の
は
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

、
怪
談
は
怪
談

0

0

0

0

0

の
ま
ま

0

0

0

で
扱
う
こ
と
を
良
し
と
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
為
徳
は
、
怪
異

は
怪
異
と
し
て
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
姿
勢
は
、
為
徳
に

と
っ
て
は
理
に
適
っ
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

以
上
、
玄
紀
と
為
徳
は
、
怪
異
に
対
し
て
全
く
異
な
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
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自
分
と
異
な
る
為
徳
の
主
張
を
承
知
の
上
で
『
図
纂
』
に
盛
り
込
ん
だ
の
は
、
考

え
方
の
多
様
性
を
示
す
こ
と
も
格
物
致
知
の
一
端
だ
と
玄
紀
は
考
え
て
い
た
か
ら

か
も
し
れ
な
い
。

三　
怪
談
集
の
利
用

本
草
学
で
は
、
先
行
す
る
本
草
書
な
ど
を
参
照
す
る
の
は
当
然
の
営
為
で
あ

り
、『
図
纂
』
に
お
い
て
も
『
本
草
綱
目
』『
大
和
本
草
』
と
い
っ
た
本
草
書
か
ら

『
徒
然
草
』
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
献
を
引
い
て
い
る
。

巻
之
十
二
で
も
、
先
に
引
用
し
た
箇
所
の
よ
う
に
多
く
の
文
献
を
参
照
し
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
蛇
虮
聞
笛
」
冒
頭
に
は
「
雉
鼎
会
談
云
」
と
、
藤
貞
陸

『
雉
鼎
会
談
』（
一
七
五
五
刊
）
巻
之
三
「
男
變
レ
女
」
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と

を
明
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
怪
説
に
は
、
人
か
ら
聞
い
た
情
報
の
よ
う
に
思
え

る
項
目
も
、
実
は
何
ら
か
の
文
献
を
素
材
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
実
際
、
書
名
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
怪
談
集
を
典
拠
に
し
て
い

る
項
目
が
複
数
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
最
後
に
怪
談
集
に
載
る
怪
談

と
『
図
纂
』
怪
説
を
比
較
し
、
共
通
点
と
相
違
点
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
今
後
さ

ら
に
進
展
す
る
だ
ろ
う
『
図
纂
』
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

ま
ず
「
無
傷
」
で
あ
る
。
柳
田
も
「
山
人
外
伝
資
料
」
で
紹
介
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
花
洛
隠
士
音
久
『
怪
醜
夜
光
魂
』（
一
七
一
七
刊
）
巻
三
「
千
葉
右
近
扶

桑
幽
仙
窟
を
作
る
事
」
の
一
部
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
い
て
い
る
。『
図
纂
』
の
「
勢

州
桑
名
ニ
良
傳
ト
云
遁
世
者
ノ
人
」
は
「
勢
州
桑
名
に
良
傳
と
い
へ
る
遁
世
者
あ

り
」、「
晋
干
寶
所
云
地
中
有
犬
名
地
狼
地
中
有
人
名
無
傷
、
此
老
法
師
モ
無
傷
ノ

類
ナ
ラ
ン
乎
」
は
「
晋
の
干
寶
が
筆
に
残
し
て
、
地
中
に
犬
あ
る
を
地
狼
と
名
付
、

地
の
中
に
あ
る
人
を
無
傷
と
名
づ
く
」「
是
も
か
の
無
傷
の
た
ぐ
ひ
に
や
と
語
ら

れ
け
る
」、「
北
國
ニ
テ
下
谷
入
道
ト
云
」
は
「
北
国
に
て
ハ
下
屋
入
道
と
い
ふ
」（
35
）

な
ど
、
登
場
人
物
も
場
所
も
、
そ
し
て
参
照
し
て
い
る
文
献
も
『
怪
醜
夜
光
魂
』

そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

「
鬼
子
之
説
」
に
も
典
拠
が
あ
る
。
冒
頭
と
最
後
を
引
用
し
よ
う
。

西
京
東
山
獅
子
カ
谷
一
村ニ

小
里
有
、
明
応
七
年
比
下
民
ノ
妻
、
鬼
子
ヲ
産
、

其
前
此
婦
初
産
男
子
ニ
テ
常
ノ
人
也
、
二
産
異
形
ノ
モ
ノ
ヲ
誕
ス
、
三
番
槌

子
ヲ
産
、
無
面
目
ナ
リ
、
頓
テ
殺
セ
リ
、
四
番
ニ
鬼
子
ヲ
産
ム
（
中
略
）
浄

楽
寺
ノ
栖
安
軒
琳
公
幼
少
喝
食
ノ
ト
キ
岸
ノ
下
ニ
テ
敺
殺
ス
ヲ
親シ

タ
シ口ク

見
タ
リ

ト
云

こ
れ
は
、『
奇
異
雑
談
集
』（
一
六
八
七
刊
）
巻
二
「
獅
子
谷
に
て
、
鬼
子
を
産

し
事
」
に
拠
っ
て
い
る
。

京
の
ひ
か
し
山
、
獅
子
の
谷
の
一
村
は
、
小
里
な
り
、
明
應
七
年
の
こ
ろ
ほ

ひ
、
地
下
人
の
妻
、
産
の
時
、
奇
異
な
る
物
を
う
む
事
、
三
度
に
、
を
よ
ぶ
、

一
番
の
産
に
ハ
、
男
子
を
う
む
、
つ
ね
の
人
な
り
、
是
、
嫡
子
な
り
、
二
番

の
産
に
ハ
、
異
形
の
物
を
、
う
む
（
割
注
略
）、
三
番
の
産
に
ハ
、
槌
子
を
、

う
む
、
目
、
は
な
、
口
な
き
ゆ
へ
に
、
や
が
て
、
こ
れ
を
、
こ
ろ
し
お
ハ
ん

ぬ
、
四
番
の
産
に
ハ
、
鬼
子
を
、
う
む
（
中
略
）
常
楽
寺
の
栖
安
軒
琳
公
、

よ
う
せ
喝
食
の
と
き
、
き
し
の
下
に
て
、
う
ち
こ
ろ
す
を
、
ま
の
あ
た
り
、

み
た
り
と
、
い
へ
り
と
云
（々
36
）

中
略
し
た
部
分
も
同
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
け
て
、
玄
紀
は
、
自
身
が
聞
い
た

で
あ
ろ
う
情
報
を
「
按
」
と
し
て
記
し
て
い
る
。

按
、
総
房
州
ノ
界
往
々
民
家
鬼
子
ヲ
誕
ス
ル
コ
ト
有
、
正
月
年
徳
棚
ヲ
鈎
ル

ト
コ
ロ
ノ
薪
材
一
本
ヲ
貯
蔵
テ
若シ

遇ト
キ
ハ

レ
鬼
子ニ

速ニ

以
レ
此ノ

材ザ
イ

撃
死
ト
キ
ハ
爽
ニ

殂
テ
不
二
復
甦

ヨ
ミ
カ
ヘ一

且
莫
二
災
害
一
ト
云
ヘ
リ（
37
）
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つ
ま
り
、
自
身
が
入
手
し
た
情
報
を
活
か
す
た
め
に
、『
奇
異
雑
談
集
』
の
鬼
子
殺

し
の
話
を
載
せ
て
い
る
。

次
に
典
拠
と
ま
で
は
断
言
で
き
な
い
が
、
類
例
な
ど
、
怪
談
集
と
何
ら
か
の
関

係
が
窺
わ
れ
る
も
の
を
あ
げ
た
い
。

「
垢
舐
」
で
紹
介
さ
れ
る
挿
話
の
一
つ
が
そ
れ
で
、
短
い
の
で
該
当
部
分
を
全
文

引
用
す
る
。

播
州
ノ
温
泉
ヘ
或
庶
士
治
療
ニ
至
り
、
入
湯
ノ
節
一
女
来
テ
背
ヲ
洗
ン
ト
云

テ
彼
ノ
庶
士
ノ
背
ヲ
ナ
カ
セ
リ
、
庶
士
不
覚
シ
テ
睡
ヲ
ナ
ス
、
血
肉
舐
リ
ツ

ク
サ
レ
背
骨
斗
残
リ
テ
死
ス

こ
れ
は
、『
諸
国
百
物
語
』（
一
六
七
七
刊
）
巻
之
一
「
尼
が
崎
伝
左
衛
門
湯
治
し

て
ば
け
物
に
あ
ひ
し
事
」
と
粗
筋
が
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
も
全
文
を
引
い
て
み
る
。

摂
州
尼
が
さ
き
に
伝
左
衛
門
と
云
ふ
人
あ
り
、
有
馬
へ
湯
治
せ
ら
れ
け
る

が
、
折
ふ
し
い
づ
く
と
も
し
ら
ず
う
つ
く
し
き
わ
か
き
女
一
人
き
た
り
、
わ

れ
ら
も
湯
に
い
れ
下
さ
れ
候
へ
と
い
ひ
け
れ
ば
、
女
の
事
な
れ
ば
伝
左
衛
門

ゆ
る
し
て
入
れ
け
れ
ば
、
此
を
ん
な
伝
左
衛
門
が
う
し
ろ
の
あ
か
を
か
き
進

ず
べ
し
と
云
ひ
け
る
ほ
ど
に
か
ゝ
せ
け
れ
ば
、
い
か
に
も
き
み
よ
く
あ
か
を

か
き
、
と
ろ
〳
〵
と
ね
い
る
や
う
に
か
き
け
る
に
、
い
つ
の
ま
に
か
う
し
ろ

の
身
の
肉
す
こ
し
も
な
く
、
ほ
ね
ば
か
り
に
な
し
、
行
き
か
た
な
く
う
せ
に

け
り
、
さ
る
ほ
ど
に
湯
に
も
女
ば
け
物
あ
り
と
、
む
か
し
よ
り
い
ひ
つ
た
へ

侍
る
也（
38
）

『
諸
国
百
物
語
』
と
『
図
纂
』
の
大
き
な
相
違
点
は
、
摂
州
有
馬
と
播
州
の
温
泉

と
い
う
舞
台
の
違
い
、
そ
し
て
「
う
し
ろ
の
身
の
肉
す
こ
し
も
な
く
、
ほ
ね
ば
か

り
」
と
「
血
肉
舐
リ
ツ
ク
サ
レ
背
骨
斗
」
と
舐
る
行
為
の
有
無
で
あ
る
。
舐
る
行

為
が
あ
っ
て
初
め
て
「
垢
舐
」
と
の
関
連
性
が
明
確
に
な
る
。

ま
た
、「
カ
マ
イ
タ
チ
ノ
説
」「
簑
虫
之
説
」
と
紀
常
因
『
怪
談
実
録
』（
一
七
六

六
刊　

以
下
『
実
録
』
と
略
記
）
巻
之
四
「
越
後
の
霊
火　

附
蓑
虫
・
鎌
鼬
」
の

関
連
も
想
定
で
き
る
。
北
越
の
カ
マ
イ
タ
チ
に
つ
い
て
は
、『
評
判
』
巻
之
一
に
も

「
越
後
新
潟
に
か
ま
い
た
ち
あ
る
事
」
と
い
う
類
例
が
あ
る
。
し
か
し
、『
実
録
』

に
は
「
近
松
門
左
衛
門
が
越
後
の
事
を
か
き
し
に
、
風
の
名
を
さ
へ
か
ま
い
た
ち

と
い
へ
り
」（
39
）
と
い
う
記
述
が
あ
り
、『
図
纂
』
に
も
「
近
松
門
左
衛
門
ハ
浄
類
理

ノ
作
者
ナ
リ
、
彼
カ
作
リ
タ
ル
浄
類
理
本
ノ
中
ニ
、
越
後
ノ
国
ヲ
シ
シ
リ
テ
、
風

ノ
名
サ
ヘ
カ
マ
イ
タ
チ
、
梅
モ
櫻
モ
春
シ
ラ
ス
ト
云
」
と
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、

近
松
で
は
な
く
、
大
坂
竹
本
座
で
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
八
月
初
演
の
竹
田

出
雲
『
三
荘
大
夫
五
人
嬢
』
初
段
の
「
此
国
（
越
後
国　

筆
者
注
）
は
、
梅
も
桜

も
春
知
ら
ず
、（
中
略
）
風
の
名
さ
へ
も
が
ま
い
た
ち
」
だ
と
考
え
ら
れ
る（
40
）。

『
実
録
』
よ
り
も
『
図
纂
』
の
方
が
『
三
荘
大
夫
五
人
嬢
』
の
引
用
部
分
が
多
い

が
、『
実
録
』
の
「
一
説
に
飊
な
り
と
い
へ
り
、
風
に
て
き
ず
つ
く
べ
き
や
う
は
あ

ら
ざ
れ
ど
も
、
も
し
く
は
風
の
中
に
物
あ
り
て
、
な
す
こ
と
に
や
」
は
、
先
述
し

た
巻
之
十
の
黒

・
提
馬
と
の
繋
が
り
を
連
想
さ
せ
る
。

簑
虫
に
つ
い
て
も
、『
図
纂
』「
越
後
ノ
國
ニ
簑
虫
ト
云
物
ア
リ
、
常
ノ
虫
ニ
ハ

非
ス
、
雨
夜
ノ
淋
シ
キ
節
ニ
野
山
ノ
道
ヲ
往
来
ス
ル
人
ニ
取
付
テ
妖
ヲ
ナ
ス
」
と

『
実
録
』「
又
蓑
虫
と
い
ふ
も
の
あ
り
、
虫
に
は
あ
ら
ず
、
雨
夜
に
道
ゆ
く
人
に
つ

く
」
と
、
冒
頭
が
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、『
図
纂
』
の
払
い
落
と
そ
う
と

す
る
と
増
え
る
点
、『
実
録
』
の
他
人
に
は
視
認
で
き
な
い
点
な
ど
、
独
自
の
記
載

も
見
ら
れ
る
。

垢
舐
と
カ
マ
イ
タ
チ
、
簑
虫
に
つ
い
て
は
、『
図
纂
』
と
怪
談
集
が
そ
れ
ぞ
れ
別

の
情
報
源
か
ら
情
報
を
得
た
と
い
う
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
時
点

で
は
双
方
は
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
に
留
め
て
お
き
た
い
。
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「
冬
瓜
夕
顔
之
恠
」
に
見
ら
れ
る
旅
僧
が
瓢
箪
な
ど
の
変
化
を
退
治
す
る
と
い

う
話
は
、『
曽
呂
利
物
語
』（
一
六
六
三
刊
）
巻
第
四
「
万
の
物
年
へ
て
は
必
化

事
」（
41
）
と
い
っ
た
類
例
が
あ
る
。
玄
紀
が
こ
の
話
を
収
載
し
た
の
は
、「
冬
瓜
夕
㒵

ノ
無
情
ノ
モ
ノ
ヽ
化
シ
テ
、
妖
ヲ
作
コ
ト
ヲ
不
二
視ミ

聴キ
ヽ

一
コ
ト
ナ
ル
カ
」
と
、
化
生

の
事
例
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う（
42
）。
ま
た
、
脱
字
が
あ
り
文
脈
は
わ
か
ら
な
い

が
、「
山
媼
」
に
つ
い
て
の
言
及
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
謡
曲
「
山
姥
」
の
間
狂

言
に
見
ら
れ
る
、
鰐
口
、
団
栗
、
胡
桃
、
茸
、
葛
な
ど
が
集
ま
っ
て
山
姥
に
成
る

と
い
う
説
で
、
や
は
り
化
生
と
の
関
わ
り
だ
ろ
う（
43
）。

こ
の
よ
う
に
怪
説
に
は
、
怪
談
集
を
素
材
と
し
た
項
目
、
あ
る
い
は
関
連
す
る

項
目
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
そ
こ
に
「
無
傷
」
な
ど
、
典
拠
に
は
な
い
図
を
新

た
に
挿
入
し
て
い
る
。
他
に
も
素
材
と
な
っ
た
文
献
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
本

稿
で
も
参
照
し
、
怪
異
の
理
解
が
玄
紀
と
大
い
に
共
通
し
て
い
る
『
評
判
』
と
の

関
連
は
、
為
徳
が
垢
舐
に
関
し
て
引
い
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
な
い
可

能
性
が
高
い
。

図
に
つ
い
て
は
、
巻
之
十
二
に
関
連
す
る
も
の
を
見
つ
け
る
に
は
到
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
先
述
し
た
巻
之
十
「
雷
獣
」
の
図
二
点
の
う
ち
、
明
和
二
年
の
図

が
『
雷
震
記
（
震
雷
記
）』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
た
り（
44
）、
ヨ
ン
ス
ト
ン
『
動
物

図
説
』
が
引
か
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
典
拠
が
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。

怪
談
集
を
利
用
し
た
こ
と
で
問
題
と
な
る
の
は
、
何
故
玄
紀
が
文
芸
で
あ
る
怪

談
集
を
本
草
書
で
あ
る
『
図
纂
』
に
採
用
し
載
せ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
そ
れ
は
、『
図
纂
』「
瓠
駒
」
で
も
取
り
上
げ
て
い
る
『
本
草
綱
目
』「
彭

侯
」
が
干
宝
の
志
怪
『
捜
神
記
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
先
例

0

0

と
し
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

先
例
に
則
っ
た
怪
談
集
か
ら
の
情
報
と
人
か
ら
得
た
情
報
の
共
通
点
は
、
場
所

の
明
記
で
あ
る
。「
劈
絮
」
以
外
は
、
山
中
な
ど
漠
然
で
あ
っ
て
も
何
処
で
起
き
た

の
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
土
地
あ
る
い
は
地
形
に
特
定
の
怪
異
が
生
じ

る
、
と
い
う
見
方
は
、
一
八
世
紀
以
降
の
本
草
学
が
物
産
学
の
要
素
を
含
み
始
め

た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か（
45
）。
実
際
、
注
25
の
『
多
濃
武
の
雁
』「
妖

怪
」
や
巣
飲
叟
鷯
鼠
に
よ
る
甲
斐
国
の
地
誌
『
裏
見
寒
話
』（
一
七
五
二
序
）
に
は

「
怪
談
」
と
い
う
「
追
加
之
巻
」
が
載
る
よ
う
に（
46
）、
地
誌
に
も
怪
異
に
触
れ
た

巻
や
部
門
が
あ
る
。
玄
紀
も
、
こ
う
し
た
怪
異
の
地
域
性
に
、
学
者
と
し
て
の
関

心
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
巻
之
十
二
を
中
心
に
し
て
『
図
纂
』
の
個
性
を
検
討
し
て
き
た
。

中
で
も
、
他
の
本
草
書
に
は
見
ら
れ
な
い
怪
説
と
い
う
巻
は
、
類
書
の
性
格
を

帯
び
、
補
遺
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
こ
の
巻
に
は
、
怪
異
を
学
問
的
に
理
解
す

る
玄
紀
と
怪
異
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
止
め
る
為
徳
の
主
張
が
併
記
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
、
怪
異
を
通
し
て
物
事
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
解
釈
す
る
の
か

と
い
う
知
あ
る
い
は
合
理
の
多
様
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
怪
談
集
を
本
草
書
へ
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
点
は
、
①
本
草
学
が
本

来
の
薬
学
か
ら
物
産
学
な
ど
の
方
向
へ
展
開
し
て
い
く
に
つ
れ
、
何
を
学
問
対
象

と
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
た
の
か
、
②
文
芸
を
利
用
す
る
当
時
の

学
問
の
在
り
方
、
③
本
草
学
だ
け
で
な
く
国
文
学
や
民
俗
学
、
思
想
史
な
ど
学
問

分
野
を
横
断
的
に
駆
使
す
る
必
要
性
な
ど
、
当
時
の
学
問
を
考
え
る
上
で
の
重
要

な
論
点
を
い
く
つ
も
提
示
し
て
い
る
。

損
失
を
辛
う
じ
て
免
れ
再
編
さ
れ
た
稀
有
な
本
草
書
『
図
纂
』
は
、
一
八
世
紀
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後
半
の
学
問
や
知
識
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
書
物
で
あ

り
、
今
後
の
研
究
の
進
展
が
大
い
に
望
ま
れ
る
。

注（
１
）
『
図
纂
』
に
は
「
明
治
十
一
年
購
求
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
山
田
慶
兒
「
本
草
に
お
け
る
分
類
の
思
想
」
同
編
『
東
ア
ジ
ア
の
本
草
と
博
物
学
の

世
界
』
上
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
、
磯
野
直
秀
『
日
本
博
物
誌
総
合
年
表
』
平
凡

社
、
二
〇
一
二
。

（
３
）
「
山
人
外
伝
資
料
」『
郷
土
研
究
』
一
巻
二
号
、
一
九
一
三
、
一
一
〇
頁
、
同
一
巻
七

号
、
一
九
一
三
、
四
一
九
頁
（
た
だ
し
こ
の
号
で
は
「
日
東
本
草
図
彙
」
と
表
記
）。

（
４
）
「
一
つ
目
小
僧
」『
郷
土
研
究
』
四
巻
一
二
号
、
一
九
一
七
、
七
三
五
頁
。

（
５
）
伊
藤
龍
平
「
柳
田
山
人
論
の
原
風
景
―「
山
人
外
伝
資
料
」
再
見
」『
昔
話
伝
説
研
究
』

二
一
、
二
〇
〇
〇
。

（
６
）
伊
藤
龍
平
『
江
戸
幻
獣
博
物
誌
』
青
弓
社
、
二
〇
一
〇
、
同
「
妖
怪
の
博
物
誌
」
小

松
和
彦
編
『
妖
怪
学
の
基
礎
知
識
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
一
。

（
７
）
注
６
伊
藤
前
掲
書
八
八
頁
。

（
８
）
浅
野
三
平
「「
二
世
の
縁
」
攷
」『
上
田
秋
成
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
八
五
、
五
四

二
・
三
頁
、
初
出
一
九
六
四
。

（
９
）
注
２
磯
野
前
掲
書
三
五
〇
頁
。

（
10
）
西
村
三
郎
『
文
明
の
な
か
の
博
物
学　

西
欧
と
日
本
』
上
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九

九
九
、
一
〇
二
～
五
、
一
一
〇
～
一
二
、
三
四
三
頁
。

（
11
）
「
此
文
ニ
脱
語
ア
ル
ヘ
シ
」（
巻
之
十
二
「
冬
瓜
夕
顔
之
恠
」）
と
い
っ
た
割
注
が
あ
る

項
目
も
散
見
で
き
る
。

（
12
）
注
１
山
田
前
掲
論
文
四
〇
頁
。

（
13
）
蛮
種
の
構
成
は
、
人
脂
・
乾
脂
・
人
面
樹
・
鱖
魚
・
黒
鱧
・
安
産
樹
・
紅
毛
国
猿
・

麒
麟
・
麝
・
獅
子
・
一
角
獣
・
犀
・
蘭
麝
で
あ
る
。

（
14
）
倉
地
克
直
『
江
戸
文
化
を
よ
む
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
、
一
六
四
～
六
六
頁
な
ど
。

（
15
）
各
出
典
は
、『
本
草
綱
目
』
商
務
印
書
館
、
一
九
七
四
、『
大
和
本
草
』
は
『
益
軒
全

集
』
六
、
益
軒
全
集
刊
行
部
、
一
九
一
一
、『
和
漢
三
才
図
会
』
東
京
美
術
、
一
九
七
〇

に
よ
る
。

（
16
）
他
に
も
巻
之
八
蟲
部
に
は
、
蜃
・
渕
龍
・
怪
蟲
・
蟻
塔
と
い
っ
た
項
目
が
見
ら
れ
る
。

（
17
）
こ
れ
は
、
貝
原
益
軒
が
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
に
刊
行
し
た
『
和
名
入
本
草
綱

目
』
附
録
「
本
草
綱
目
品
目
」
の
「
封　

か
は
た
ら
う
と
訓
ず
、
未
レ
知
二
是
非
一
」
を
受

け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
注
15
『
益
軒
全
集
』
六
、
八
三
五
頁
）。

（
18
）
例
え
ば
『
藝
文
類
聚
』
の
祥
瑞
・
災
異
部
や
『
太
平
御
覧
』
の
神
鬼
・
妖
異
部
な
ど
、

類
書
に
は
怪
異
に
関
す
る
部
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

（
19
）
『
叢
書
江
戸
文
庫
二
七　

続
百
物
語
怪
談
集
成
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
三
、
三
五
頁
。

な
お
、『
評
判
』
を
受
け
て
鳥
山
石
燕
は
『
画
図
百
鬼
夜
行
』（
一
七
七
六
刊
）
前
篇
陰

に
「
垢
嘗
」
を
描
い
て
い
る
。『
評
判
』
と
『
画
図
百
鬼
夜
行
』
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

横
山
泰
子
「
鳥
山
石
燕
「
百
鬼
夜
行
」
考
」『
Ｉ
Ｃ
Ｕ
比
較
文
化
』
一
九
、
一
九
九
〇
を

参
照
の
こ
と
。

（
20
）
島
田
虔
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
、
八
〇
～
九
一
頁
。

（
21
）
化
生
と
化
物
・
妖
怪
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
七
世
紀
前
後
に
お
け
る
日
本

の
「
妖
怪
」
観
―
妖
怪
・
化
物
・
化
生
の
物
」『
日
文
研
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
』
四

五
、
二
〇
一
五
を
参
照
の
こ
と
。

（
22
）
注
15
『
益
軒
全
集
』
六
、
二
〇
頁
。
な
お
、
益
軒
の
気
論
に
つ
い
て
は
、
辻
本
雅
史

「
近
世
に
お
け
る
「
気
」
の
思
想
史
・
覚
書
―
貝
原
益
軒
を
中
心
に
―
」『
思
想
と
教

育
の
メ
デ
ィ
ア
史　

近
世
日
本
の
知
の
伝
達
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
一
、
初
出
一
九

九
二
を
参
照
の
こ
と
。

（
23
）
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
八
月
に
美
濃
地
方
で
起
き
た
大
洪
水
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

詳
し
く
は
、
倉
地
克
直
『
江
戸
の
災
害
史　

徳
川
日
本
の
経
験
に
学
ぶ
』
中
央
公
論
新

社
、
二
〇
一
六
、
一
三
〇
～
三
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。
た
だ
し
、『
日
本
災
異
志
』（
五

月
書
房
、
一
九
八
二
）
洪
水
之
部
に
よ
れ
ば
、
他
に
も
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
四
月

に
東
海
北
陸
二
道
で
霖
雨
洪
水
、
同
七
月
に
東
海
及
び
山
陽
二
道
で
洪
水
、
明
和
四
年

（
一
七
六
七
）
七
月
に
尾
張
・
三
河
で
洪
水
が
起
き
て
い
る
（
三
九
・
四
〇
頁
）。

（
24
）
朱
子
の
鬼
神
論
に
つ
い
て
は
、
安
蘇
谷
正
彦
「
吉
川
惟
足
と
朱
子
の
「
死
」
の
問
題
」

『
神
道
の
生
死
観
―
神
道
思
想
と
「
死
」
の
問
題
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
九
、
三
浦
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國
雄
「
鬼
神
論
」『
朱
子
と
気
と
身
体
』
平
凡
社
、
一
九
九
七
、
吾
妻
重
二
「
朱
熹
の
鬼

神
論
と
気
の
論
理
」『
朱
子
学
の
新
研
究
』
創
文
社
、
二
〇
〇
四
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
25
） 

川
越
の
地
誌
で
あ
る
大
陽
寺
盛
胤
『
多
濃
武
の
雁
』（
一
七
五
三
成
）
の
「
近
郷
古
跡
」

の
部
に
「
大
蓮
寺
火
」
が
載
る
（『
埼
玉
叢
書
』
二
、
三
明
社
、
二
四
二
頁
）。
こ
の
『
多

濃
武
の
雁
』
で
は
別
に
「
妖
怪
」
の
部
が
設
け
ら
れ
、
爺
榎
姥
榎
・
久
太
郎
狐
・
嚔
姥
・

感
誉
御
影
・
蟲
喰
奴
墓
・
遊
佐
地
蔵
・
赤
間
川
螢
・
辨
天
社
・
安
田
深
尾
喧
嘩
の
次
第

が
立
項
さ
れ
て
い
る
。

（
26
） 

怪
異
だ
と
認
識
す
る
第
一
の
条
件
は
稀
少
性
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「
一
七
世
紀
の
怪
異

認
識
」『
人
文
論
究
』
六
二－

二
、
二
〇
一
二
、
九
～
一
三
頁
）。
玄
紀
は
、
怪
説
の
全

て
を
解
釈
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
深
川
・
本
所
を
舞
台
に
し
た
「
縫
龍
之
説
」
の

末
尾
に
は
「
其
故
何
ナ
ル
訳
ヲ
辨
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
話
の
珍
奇
さ
を

重
視
し
て
い
た
場
合
も
あ
る
。

（
27
） 

巻
之
七
下
「
牛
盗
人
魚
」
に
「
為
徳
云
、
関
東
ノ
俗
言
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
書

物
を
引
用
し
な
い
場
合
も
あ
る
。

（
28
） 

柴
田
宵
曲
『
妖
異
博
物
館
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
五
、
三
一
〇
～
一
五
頁
、
初
出
一

九
六
三
。『
金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』
は
『
叢
書
江
戸
文
庫
三
四　

浮
世
草
子
怪
談
集
』
国
書

刊
行
会
、
二
五
一
～
三
頁
に
よ
る
。

（
29
） 

こ
の
銘
が
存
在
す
る
の
か
不
明
だ
が
、『
鵞
峰
先
生
林
学
士
全
集
』
巻
百
八
に
は
、「
瓢

箪
か
ら
駒
」
の
由
来
で
あ
る
張
果
老
に
ち
な
ん
だ
「
奇
奇
怪
怪
果
老
神
仙
瓢
中
天
地
龍

駒
里
千
」
と
い
う
「
張
果
瓢
駒
賛
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（『
近
世
儒
家
文
集
集
成
一
二　

鵞
峰
林
学
士
文
集
上
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
、
四
八
三
頁
）。
ま
た
、『
國
史
館
日

録
』
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
正
月
十
四
日
条
に
あ
る
、

 
 

 

友
元
（
人
見
友
元　

筆
者
注
）
談
曰
、
街
説
曰
、
両
国
橋
下
死
亀
千
余
漂
来
、
又
曰
、

牛
籠
辺
死
蛇
千
余
漂
来
、
又
曰
、
一
女
生
十
二
蛇
云
々
、
未
知
然
否
、
殊
為
疑
怪
（『
史

料
纂
集　

國
史
館
日
録
』
三
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
八
、
二
四
九
頁
）

 

の
よ
う
に
、
林
鵞
峰
（
林
家
）
の
も
と
に
奇
談
が
持
ち
込
ま
れ
た
事
例
も
確
認
で
き
る
。

珍
奇
な
物
品
に
儒
者
が
賛
や
銘
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
っ
た
事
例
と
し
て
は
、
寛
政
七

年
（
一
七
九
五
）、
大
坂
「
府
下
高
麗
坊
山
田
叟
」
が
「
厨
下
の
井
」
か
ら
「
緑
毛
亀
」

を
発
見
し
た
の
で
、
懐
徳
堂
の
中
井
竹
山
に
題
言
を
も
ら
い
に
き
た
と
こ
ろ
、「
貴
重
」

こ
そ
が
「
神
怪
妄
誕
」
を
引
き
起
こ
す
原
因
だ
と
批
判
さ
れ
た
『
奠
陰
集
』「
緑
毛
亀
図

題
言
」（『
近
世
儒
家
文
集
集
成
八　

奠
陰
集
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
七
、
二
二
四
頁
）

が
あ
る
。

（
30
） 

注
15
『
益
軒
全
集
』
六
、
二
五
頁
。

（
31
） 

『
近
世
儒
家
資
料
集
成
六　

貝
原
益
軒
史
料
集
下
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
九
、
八
六

頁
。
ま
た
別
の
項
で
は
「
二
気
之
変
而
為
二
災
沴
一
也
」
と
も
述
べ
て
い
る
（
同
七
〇
頁
）。

（
32
） 

右
前
掲
書
八
七
頁
。

（
33
） 

拙
稿
「
近
世
社
会
と
学
知
―
古
賀
侗
庵
と
怪
異
か
ら
―
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
五

三
、
二
〇
一
五
、
一
八
二
頁
。

（
34
） 

脇
田
修
・
中
川
す
が
ね
編
『
幕
末
維
新
大
阪
町
人
記
録
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
四
、

二
五
七
・
八
頁
。
ま
た
、
同
書
「
解
題
」
も
参
照
の
こ
と
。

（
35
） 

倉
員
正
江
・
佐
伯
孝
弘
編
『
浮
世
草
子
研
究
資
料
叢
書
第
一
巻　

影
印
編
一　

怪
異

物
・
奇
談
物
』
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
八
、
三
二
三
～
二
八
頁
、『
徳
川
文
藝
類
聚
』
四
、

国
書
刊
行
会
、
一
九
一
五
、
二
九
九
・
三
〇
〇
頁
に
よ
る
。

（
36
） 

『
仮
名
草
子
集
成
』
二
一
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
八
、
一
三
八
～
四
〇
頁
。『
奇
異

雑
談
集
』
は
、
刊
本
よ
り
写
本
が
先
行
し
て
成
立
し
て
い
る
が
、
玄
紀
は
刊
本
を
見
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
37
） 

異
形
の
赤
子
（
鬼
子
）
が
災
い
と
な
す
も
の
と
し
て
殺
す
記
録
は
、『
当
代
記
』
慶
長

九
年
（
一
六
〇
四
）
に
「
此
年
、
或
女
頭
二
あ
る
孩
兒
を
生
、
先
年
も
如
此
之
子
を
生

け
る
か
、
洛
中
を
渡
し
け
る
、
其
年
何
し
て
凶
事
有
之
し
程
に
と
て
、
此
度
は
不
渡
則

害
し
け
る
」（『
史
籍
雑
纂　

当
代
記
・
駿
府
記
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
五
、
八

二
頁
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
な
お
、
鬼
子
に
つ
い
て
は
、
近
藤
直
也
『「
鬼
子
」
論
序
説　

そ
の
民
俗
文
化
史
的
考
察
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
二
を
参
照
の
こ
と
。

（
38
） 

『
叢
書
江
戸
文
庫
二　

百
物
語
怪
談
集
成
』
国
書
刊
行
会
、一
九
八
七
、三
九
・
四
〇
頁
。

（
39
） 

『
怪
談
実
録
』「
越
後
の
霊
火　

附
蓑
虫
・
鎌
鼬
」
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
を
用

い
、
藤
沢
毅
「
翻
刻
『
怪
談
実
録
』
二
」『
文
教
国
文
学
』
四
九
、
二
〇
〇
五
、
三
〇
～

三
二
頁
も
参
照
し
た
。

（
40
） 
『
叢
書
江
戸
文
庫
九　

竹
本
座
浄
瑠
璃
集
一
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
、
二
四
六
頁
。

『
三
荘
大
夫
五
人
嬢
』
に
つ
い
て
は
、
岡
島
昭
浩
の
御
教
示
に
よ
る
。
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（
41
） 

『
仮
名
草
子
集
成
』
四
五
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
、
一
〇
四
～
六
頁
。

（
42
） 

『
評
判
』
巻
之
三
第
一
「
参
州
加
茂
郡
長
興
寺
門
前
の
松
童
子
に
ば
け
た
る
事
」
に
は
、

「
此
事
既
に
こ
だ
ま
の
事
に
付
き
て
其
た
め
し
を
か
た
り
き
、
猶
も
非
情
の
有
情
は
化
す

る
事
は
、
化
生
と
申
し
な
ら
は
し
て
目
前
に
ま
ゝ
あ
る
事
な
り
」（
注
19
『
続
百
物
語
怪

談
集
成
』
三
八
頁
）
と
い
う
、
玄
紀
同
様
の
見
解
が
見
ら
れ
る
。

（
43
） 
『
古
典
文
学
大
系
四
一　

謡
曲
集
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
、
二
八
一
頁
。

（
44
） 

も
う
一
点
は
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
武
州
岩
附
掛
新
田
に
落
ち
た
雷
獣
の
図
で

あ
る
。

（
45
） 

注
10
西
村
前
掲
書
一
二
九
～
三
三
頁
、
注
14
倉
地
前
掲
書
一
三
〇
・
一
頁
、
塚
本
学

「
都
市
文
化
と
の
交
流
」『
日
本
の
近
世
』
八
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
、
三
七
三
・
四

頁
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
46
） 

『
裏
見
寒
話
』
は
『
甲
斐
叢
書
』
六
、
第
一
書
房
、
一
九
七
四
に
よ
る
。

付
記本

稿
は
、
第
一
一
〇
回
「
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
」
研
究
会
（
二
〇
一
七
年
一
月
七
日　

於
一
橋
大
学
佐
野
書
院
）
で
の
報
告
「
名
物
化
す
る
怪
異
／
名
所
化
す
る
怪
異
」
の
一
部
を

大
幅
に
増
補
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
に
対
し
忌
憚
の
な
い
意
見
を
下
さ
っ
た
参
加
者

の
皆
さ
ま
に
謝
意
を
表
し
た
い
。




